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医療機器届出番号13B1X00047EKRI01

類　　　別：機械器具４２医療用剥離子

一般的名称：婦人科用剥離子一般医療機器 ＪＭＤＮコード：70955000

【禁忌・禁止】

【形状・構造及び原理等】

　【使用目的又は効果】

【使用上の注意】

 

 

【保管方法及び有効期間等】

【製造販売業者又は製造業者の氏名又は名称等】

松田医科工業株式会社
問い合わせ窓口「お客様相談室」
電話番号：０３－３８１４－６６６０

 

　1.貯蔵・保管方法
　1)高温、多湿、直射日光及び水ぬれを避けて室温で保管すること。
　2)包装材料を傷つけたり、ピンホールを生じさせないように取り
　　扱うこと。
　3)製品は改良されることがあるので、先入れ先出しを励行するこ
　　と。
　4)製品に記載されている使用期限を確認し、使用期限を過ぎたも
　　のは廃棄すること。
　5)開封後、使用しなかったものは廃棄すること。
　

１）本製品に付属する部品以外を使用することは、折損等の原因
となるので、絶対に使用しないこと。

3)原材料
採取チューブ・蓋・予備蓋：ポリエチレン
採取管：ポリスチレン
継手：①金属本体・ガイドリング：黄銅（無電解ニッケルメッキ）
　　　②開放リング：ポリオキシメチレン（ＰＯＭ）
　　　③ロック爪：ステンレス
　　　④メートルネジ部：ステンレス＋アクリロニトリルｰブタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジエン-ゴム
接続チューブ：ポリ塩化ビニル
              ※可塑剤にフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを使用
接続コネクター：ＴＰＸ（ポリメチルペンテンポリマー）、または
　　　　　　　　ポリプロピレン
支持棒(スタイレット)：ステンレスＳＵＳ３０４、または３１６
　

細胞学的診断に供する粘膜細胞組織を子宮から採取するために用い
る器具をいう。本品は単回使用である。

１．使用上の注意
1)使用目的（手術・処置等の医療行為）以外の目的で使用しない
　こと。また、折損、曲がり等の原因になり得るので使用時に必要
　以上の力（応力）を加えないこと。
2)包装に破損、水漏れがある場合には汚染される危険性があるので
　使用しないこと。
3)本品に傷、汚れ、潰れ、折れ等の異常があるものは使用しないこ
　と。

２．使用時の注意
1)採取チューブの挿入・抜去はゆっくりと行うこと。無理に挿入・
　抜去すると粘膜組織を損傷する危険性がある。
2)採取を行う際は、徐々に吸引圧を上げること。急激に吸引圧を引
　き上げると粘膜組織を引き込み、損傷する危険性がある。
3)採取中は、本品の折れ、潰れ等の損傷がないことを随時確認する
　こと。
4)採取中は、採取管を垂直に保つこと。採取管を傾けると管内の分
　泌液等が吸引源に吸引される可能性がある。
5)本品は抜去する際は、吸引を停止した状態で行うこと。吸引停止
　をしないで抜去すると粘膜組織を引き込み損傷する危険性がある。

2.使用の期限
　1)適切な貯蔵方法で保管する時、使用期限は製造日より３年。

　　キュレットイーズ

２）再使用禁止。

1)細胞学的診断に供する粘膜細胞組織を子宮から採取するために用
いる器具をいう。本品は単回使用である。

2)形状

1)使用前の準備
　本品は、滅菌品のため、使用前に必ず、滅菌状態の確認を行った
　後に使用すること。
2)使用中の操作
　1)接続コネクターを吸引源に接続する。
　2)支持棒装着済み採取チューブを目的部位まで挿入する。
　3)支持棒を引き抜く。
　4)採取チューブと採取管を接続する。
　5)接続チューブと接続コネクターを接続する。
　6)粘膜細胞組織・液体の採取を終了する。
　7)蓋を採取より外す。
　8)蓋（予備）を採取管に接続する。

【警告】

使用方法
1)使用者は吸引を行う際は、徐々に吸引圧を上げること。
　急激に上げると粘膜組織を引き込み、損傷する危険性がある。

【警告】

使用方法
1)使用者が吸引を行う際は、徐々に吸引圧を上げること。
　急激に上げると粘膜組織を引き込み、損傷する危険性がある。

【使用方法】
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